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慶
応
か
ら
明
治
へ
の
改
元
は
１
８
６
８
年
。
１
８

７
１
（
明
治
４
）
年
の
「
廃
藩
置
県
」
の
と
き
に
は
、

公
家
の
三
条
実さ

ね
と
み美
太
政
大
臣
、岩
倉
具と
も
み視
右
大
臣
と
、

薩
長
土
肥
の
代
表
で
あ
る
西
郷
隆
盛
（
薩
摩
）、
木

戸
孝た

か
よ
し允
（
長
州
）、
板
垣
退
助
（
土
佐
）、
大
隈
重
信

（
佐
賀
）
の
４
参
議
が
頂
点
に
い
た
。

同
年
、
岩
倉
右
大
臣
を
正
使
（
特
命
全
権
大
使
）、

木
戸
参
議
、
大
久
保
利と

し
み
ち通
大
蔵
卿
（
長
官
）、
伊
藤

博
文
工
部
大た
い
ふ輔
（
次
官
。「
卿
」
は
空
席
）、
山
口
尚ま
す

芳か

外
務
少し
ょ
う
ゆ
う輔（
次
官
）を
副
使
と
す
る
約
50
人
の「
米

欧
使
節
団
」
が
、
10
カ
月
の
予
定
で
横
浜
港
を
出
発

し
た
。
同
行
の
留
学
生
を
加
え
れ
ば
１
０
０
人
を
超

す
。
一
部
は
途
中
で
帰
国
し
た
が
、
正
使
の
岩
倉
が

帰
国
し
た
の
は
１
年
９
カ
月
後
で
あ
る
。

維
新
政
府
の
立
役
者
た
ち
の
間
に
政
策
上
の
大
き

な
相
違
が
あ
っ
た
な
か
で
、
岩
倉
、
木
戸
、
大
久
保
、

伊
藤
と
い
う
大
物
が
、
長
期
間
日
本
を
留
守
に
し
た

の
は
驚
き
で
あ
る
。
国
内
問
題
よ
り
も
、
諸
外
国
元

首
へ
の
国
書
奉
呈
と
、
政
権
を
担
う
べ
き
実
力
者
が

先
進
諸
国
の
実
情
を
親
し
く
知
る
こ
と
が
、
喫
緊
の

要
事
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
が
、
政
策
抗
争
の
当
事

者
た
ち
に
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

シ
ス
テ
ム
工
学
の
す
ぐ
れ
た
教
科
書

こ
の
使
節
団
の
行
動
と
取
得
し
た
情
報
の
、
公
務

を
除
く
詳
細
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

大
使
随
行
の
久
米
邦
武
に
よ
り
『
特
命
全
権
大
使

米
欧
回
覧
実
記
』（
以
下
『
実
記
』）
が
作
成
さ
れ
、

１
８
７
８
年
に
太だ
じ
ょ
う政
官か
ん

記
録
掛
刊
行
と
し
て
、
岩
倉

右
大
臣
の
署
名
付
き
で
公
に
な
っ
た
。

１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
に
岩
波
文
庫
に
入
っ
て

い
る
が
、
漢
字
・
カ
タ
カ
ナ
書
き
で
あ
る
。
外
国
の

名
称
は
、
ド
イ
ツ
が
「
日
耳
曼
（
ゲ
ル
マ
ン
）」、
エ

ジ
ン
バ
ラ
が
「
壱
庁
堡
」、ナ
ポ
レ
オ
ン
が
「
拿
破
侖
」

な
ど
と
書
か
れ
て
い
る
し
、
現
在
と
は
異
な
る
意
味

で
使
わ
れ
て
い
る
用
語
が
あ
る
の
で
読
み
に
く
い
。

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
出

版
会
か
ら
現
代
語
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

使
節
団
は
シ
ス
テ
ム
工
学
的
発
想
で
行
動
し
て
い

る
。
使
節
団
の
陣
容
決
定
か
ら
出
発
ま
で
は
2
カ
月

ば
か
り
だ
っ
た
の
に
、
彼
ら
は
各
国
の
元
首
、
要
人

に
会
い
、
適
切
な
施
設
を
訪
問
し
、
訪
問
先
で
は
手

厚
い
接
遇
を
受
け
、
十
分
な
成
果
を
得
て
い
る
。

短
い
準
備
時
間
で
こ
と
を
行
う
に
は
、
全
体
シ
ス

テ
ム
を
見
通
す
危
機
管
理
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
彼

ら
は
、
日
本
駐
在
の
各
国
大
使
を
帰
国
さ
せ
、
事
前

調
整
を
行
わ
せ
て
い
る
。
欧
米
に
滞
在
し
て
い
る
邦

人
を
随
時
呼
び
出
し
て
い
る
。
最
初
の
接
見
や
面
会

の
場
で
、
訪
問
目
的
を
相
手
に
理
解
さ
せ
、
そ
の
後

の
手
厚
い
対
応
を
引
き
出
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
詳
し
く
記
し
た
『
実
記
』
は
、
シ
ス
テ

ム
工
学
の
す
ぐ
れ
た
教
科
書
に
な
っ
て
い
る
。

感
性
・
好
奇
心
・
シ
ス
テ
ム
思
考

『
実
記
』
に
は
、
技
術
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述

が
多
い
。
外
国
か
ら
の
お
雇
い
技
術
者
に
頼
っ
て
い
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た
時
代
で
あ
り
、
使
節
団
の
随
員
に
は
技
術
の
専
門

家
は
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
紡
績
、
製
鋼
、
造
船
、
交
通
、

電
信
、
兵
器
、
医
療
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
述

が
あ
る
。
五
感
を
働
か
せ
て
問
題
点
を
感
じ
と
ろ
う

と
す
る
情
熱
が
、
先
端
技
術
に
つ
い
て
の
豊
富
な
内

容
を
持
つ
『
実
記
』
の
作
成
に
つ
な
が
っ
た
。

彼
ら
の
す
ぐ
れ
た
感
性
と
好
奇
心
は
、
ま
さ
に
シ

ス
テ
ム
技
術
者
の
要
件
で
あ
る
。
ま
た
使
節
団
は
、

新
し
い
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
で
あ
る
交
通
、

電
信
を
巧
み
に
利
用
し
て
い
る
。

使
節
団
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に
出
向
き
米
政
府
と
交
渉

に
あ
た
っ
た
際
に
、
委
任
状
の
不
備
を
指
摘
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
、
た
め
ら
う
こ
と
な
く

大
久
保
、
伊
藤
の
両
副
使
は
、
日
本
と
の
間
を
往
復

し
て
、
新
し
い
委
任
状
を
持
参
し
た
。

こ
の
臨
機
応
変
の
処
置
に
は
、
使
節
団
の
先
進
技

術
へ
の
理
解
を
感
じ
る
。
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
、マ
ル
タ
、

ア
デ
ン
な
ど
の
海
上
交
通
の
要
所
、
灯
台
、
運
河
、

隧
道
、
橋
梁
、
医
療
シ
ス
テ
ム
、
万
国
博
覧
会
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
の
記
述
が

多
い
の
は
、
彼
ら
に
シ
ス
テ
ム
思
考
と
い
う
触
手
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

外
国
を
知
り
、
自
国
を
分
析
す
る

『
実
記
』
に
は
、
外
交
の
基
本
、
あ
る
い
は
心
構

え
に
つ
い
て
の
記
述
も
多
い
。
小
国
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

随
一
の
強
国
に
押
し
上
げ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
鉄
血
宰さ
い

相し
ょ
うビ
ス
マ
ル
ク
の
「
国
際
公
法
は
表
向
き
で
あ
り
、

実
際
は
弱
肉
強
食
で
あ
る
」
と
い
う
発
言
が
く
り
返

し
引
用
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
外
交
に
は
、
必
ず

裏
と
表
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
、
初
対
面
か
ら
旧

知
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
な

か
な
か
胸
襟
を
開
い
て
く
れ
な
い
。
海
運
国
の
イ
ギ

リ
ス
は
、
船
舶
の
出
入
り
が
一
日
滞
る
と
、
飢
餓
状

態
に
な
る
と
い
う
弱
点
が
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル

コ
と
ペ
ル
シ
ャ
は
同
じ
宗
教
で
あ
る
が
、
宗
派
が
異

な
る
の
で
融
和
は
難
し
く
、
ロ
シ
ア
は
両
者
の
隙
を

狙
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
で
接
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
は
紳
士
だ
が
、
海
外
で
は
粗
暴
で
あ
る
、
な
ど

な
ど
。
明
治
の
官
僚
は
そ
う
し
た
こ
と
に
気
が
つ
い

て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、「
日
本
に
は
、
昔
か
ら
発
明
が
少
な
い
が
、

外
国
か
ら
得
た
知
識
を
よ
り
す
ぐ
れ
た
も
の
と
し
て

い
る
」
と
い
う
、技
術
者
の
耳
に
痛
い
記
述
も
あ
る
。

先
進
国
の
す
ぐ
れ
た
技
術
と
い
え
ど
も
、
わ
ず
か

に
50
年
の
差
に
過
ぎ
な
い
と
自
ら
を
励
ま
し
、
一
方

で
は
、
慢
心
す
る
と
新
興
国
に
抜
き
去
ら
れ
る
と
の

自
戒
も
あ
る
。

物
見
遊
山
よ
り
も
情
熱
と
成
果
を

技
術
者
の
世
界
で
は
「
同
じ
誤
り
を
く
り
返
し
て

は
な
ら
な
い
」、「
失
敗
は
肥
や
し
で
あ
る
」
と
い
う

鉄
則
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
人
が
残
し
て
く
れ
た

記
録
は
貴
重
で
あ
り
、『
実
記
』
は
、
技
術
者
に
と

っ
て
宝
の
山
で
あ
る
。
ま
し
て
『
実
記
』
の
主
点
は
、

岩
倉
、
木
戸
、
大
久
保
、
伊
藤
と
い
っ
た
国
政
の
大

先
輩
が
た
ど
っ
た
道
の
記
録
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
国

政
に
携
わ
る
人
は
、
技
術
者
が
感
じ
る
よ
り
も
、
は

る
か
に
多
く
の
宝
物
を
掘
り
起
こ
せ
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
か
ら
の
調
査
団
に
対
す
る
、
受

入
れ
先
で
の
評
判
が
近
年
、
芳
し
く
な
い
。
公
知
の

こ
と
が
ら
を
尋
ね
た
り
、
前
の
調
査
団
と
同
じ
質
問

を
く
り
返
す
こ
と
が
あ
る
と
の
苦
情
を
聞
く
。

調
査
の
目
的
が
判
然
と
せ
ず
、
物
見
遊
山
に
興
味

が
あ
る
の
な
ら
、
受
入
れ
側
も
そ
れ
な
り
の
対
応
で

す
ま
せ
た
い
の
で
あ
る
。

調
査
団
は
相
手
側
の
反
応
な
ど
気
に
せ
ず
に
、『
実

記
』
に
負
け
な
い
よ
う
な
報
告
書
を
作
成
し
て
、
そ

の
成
果
を
誇
示
し
て
ほ
し
い
。
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